
麻酔科 賀来 真里子

こころの診療科 宮﨑 仁

気道確保と血管確保

ADHD（注意欠如・多動症）は発達障害の一つで、不注意症状（忘れっぽい、集中が
続かない）と多動衝動性（じっとできない、待てない）を特徴とします。特性が強い
場合、学業や友達関係に支障をきたし、二次障害に至る場合もあります。当日は、
ADHDの診断、対応、治療などについてお話します。

ADHDについて

麻酔科ではマスク換気や気道デバイスによる気道確保が日常茶飯事ですが、気道確保は
準備が肝心です。麻酔科で行っている術前の気道確保に関する評価、特に気道確保困難
を予想する要素や、気道確保の準備、特殊な気道確保デバイスなどについてお話しします。
また、血管確保について当麻酔科で行っているちょっとした工夫やコツについてもお話し
できたらと思います。

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
5月21日もしくは22日の視聴が必須です。

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference

【テーマ】リフレッシュコース
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